
IPCC の AR6政策決定者向け要約の図
著者：関 勝寿　公開日：2023 年 10 月 8 日　ソース：https://sekika.github.io/2023/10/08/ipcc-ar6/

<strong>IPCC (Intergovernmental Panel of Climate Change;
気候変動に関する政府間パネル ) </strong> は、気候変動（地球温暖化）
に関する科学的な研究成果を収集、整理して公表している国際的な学術機
関である。1988 年に世界気象機関 (WMO) と国連環境計画 (UNEP) により
設立された。
・IPCC ホームページ

次の３つの作業部会 (Working Group) に分かれている。
第 1 作業部会| WG I |科学的知見第 2 作業部会| WG II | 脆弱性、影響、

適応第 3 作業部会| WG III | 排出抑制と気候変動の緩和
これまでに、以下の報告書が公表された。報告書はそれぞれの作業部会

の報告書が刊行と統合報告書があり、そのすべてが刊行された年次でまと
めている。

| ---
|年次 | 報告書 | 略称 | 本文| --- | 1990 年 |第 1 次評価報告書 | FAR | WG1

WG2 WG3 統合| 1995 年 |第 2 次評価報告書 | SAR | WG1 WG2 WG3 統合| 2001
年 |第 3 次評価報告書 | TAR | WG1 WG2 WG3 統合| 2007 年 |第 4 次評価報告
書 | AR4 | WG1 WG2 WG3 統合| 2014 年 |第 5 次評価報告書 | AR5 | WG1 WG2
WG3 統合| 2023 年 |第 6 次評価報告書 | AR6 | WG1 WG2 WG3 統合

第 5 次 評 価 報 告 書 (<strong>AR5</strong>) の 第 1 作 業 部 会
<strong>「政策決定者向け要約 (SPM; Summary for policymakers)」
</strong> の図表をこちらのページにまとめた。

第 6 次評価報告書 (<strong>AR6</strong>) についての情報は環境
省のページにまとめられている。第 1 〜第 3 作業部会それぞれの報告書及
び統合報告書について、SPM の和訳と解説資料がある。また、2018 年に
公表された「1.5 ° C 特別報告書」などに関する資料もある。総合報告書
の SPM については和訳と概要がある。このページでは、第 1 作業部会報告
書と統合報告書の SPM の図をまとめる。

1. 第 1 作業部会報告書の SPMに掲載されている
図と主要な知見

出典：IPCC 第 6 次評価報告書第 1 作業部会報告書 政策決定者向け要約
暫定訳（文部科学省及び気象庁）

主要な統合的知見の抜粋
A. 気候の現状

・A.1 人間の影響が大気、海洋、及び陸域を温暖化させてきたことには疑
う余地がない。大気、海洋、雪氷圏、及び生物圏において、広範かつ
急速な変化が現れている。( 図 SPM.1, 図 SPM.2)

・A.2 気候システム全般にわたる最近の変化の規模と、気候システムの多
くの側面における現在の状態は、数百年から数千年にわたって前例の
ないものである。( 図 SPM.1)

・A.3 人為起源の気候変動は、世界中のすべての地域で多くの極端な気象
と気候に既に影響を及ぼしている。熱波、大雨、干ばつ、熱帯低気圧
などの極端現象について観測された変化に関する証拠、及び、特にそ
れらの変化が人間の影響によるとする要因特定に関する証拠は、AR5

以降強まっている。( 図 SPM.3)

・A.4 気候プロセス、古気候的証拠、及び放射強制力の増加に対する気候
システムの応答に関する知識の向上により、平衡気候感度の最良推定
値は 3 ° C と導き出され、その推定幅は AR5 よりも狭まった。
B. 将来ありうる気候

・B.1 世界平均気温は、考慮された全ての排出シナĀāの下で、Ăなくと
もă世Ąąばまで上Ćしćける。向こう数Ĉ年の間に CO2 及びĉの温

Ċċ果Čスの排出が大幅にčĂしないĎり、21 世Ą中に 1.5 ° C 及び
2 ° C の地球温暖化をďĐる。( 図 SPM.1, 図 SPM.4, 図 SPM.8, 表
SPM.1)

・B.2 気候システムの多くの変化は、地球温暖化のđ行にĒē関Ĕしてĕ
大する。これには、極端なĖ温、海洋熱波、大雨、及びいくつかの地
域におけるė業及び生態学的干ばつのĘ度と強度の増加、強い熱帯低
気圧のę合の増加、Ěびにě極行きの海氷、Ĝ雪及びĝĞğĠのġĢ
がģまれる。( 図 SPM.5, 図 SPM.6, 図 SPM.8)

・B.3 地球温暖化がćくと、世界のĤĥ環が、その変動性、地球規模のĦ
ħスーħにĨう降Ĥĩ、及びĪīとĬĭに関するčĂのĮしさをģめ、
įに強まるとİ測される。( 図 SPM.5, 図 SPM.6)

・B.4 CO2 排出が増加するシナĀāの下では、海洋と陸域のıĲĳ収源が
大気中の CO2 ĴĜをč速させるċ果が低下するとİ測される。( 図
SPM.7)

・B.5 ĵĶ及び将来の温Ċċ果Čスの排出に起因する多くの変化、特に海
洋、表ķ、及び世界の海面Ĥĸにおける変化は、数百年から数千年に
わたってĹĺĻ的である。( 図 SPM.8)

C. Āスļ評価と地域適応のための気候情報
・C.1 Ľľ起源のĿ動要因とŀ部変動は、百年規模の地球温暖化にはŁと

łど影響しないが、特に地域規模でŃń的には人為的な変化を変Ņす
る。起こりうる変化全てに対して計画を立てる際には、これらの変Ņ
を考慮することがņ要である。

・C.2 よりŇňの地球温暖化にĨい、全ての地域において気候影響Ŀ動要
因 (CIDs) のŉŊ多ŋ的な変化がますますŌōされるとİ測される。
1.5 ° C の地球温暖化とŎべて 2 ° C のŏ合には、いくつかの CIDs の
変化がより広範になるが、この変化は、温暖化のŐ度が大きくなると
ますます広範かつ / őはŒœになるŔŕう。( 図 SPM.1, 図 SPM.9)

・C.3 氷ŖのŗŘ、急řな海洋ĥ環の変化、いくつかのŚ合的な極端現象、
及び将来の温暖化としてĺś性がŜŝにĖいと評価された範Şを大幅
にďĐるような温暖化などのĺś性の低いş果は排Šできš、Āスļ
評価に関Ĕする。( 図 SPM.1)

D. 将来の気候変動の抑制
・D.1 Ľľ科学的見地から、人為的な地球温暖化を特定のĤŢに制Ďする

には、CO2 のţĜ排出ĩを制Ďし、ĂなくともŤťŦロの CO2 排出をŧ
成し、ĉの温Ċċ果Čスの排出も大幅にŨčするũ要がある。CH4 排出
の大幅、Ū速、かつūć的なŨčは、ŬーロŭルによるŮůのčĂに
ĨうĆ温ċ果を抑制し、大気ŰをűŲさせるŔŕう。( 図 SPM.10, 表
SPM.2)

・D.2  GHG 排出がŜŝにĂないőはĂないシナĀā（SSP-1.9 及び
SSP1-2.6）は、GHG 排出が多いőはŜŝに多いシナĀā（SSP3-7.0

őは SSP5-8.5）とŎべて、温Ċċ果ČスとŬーロŭルのų度及び大
気Űに、数年以ŀに識別ĺśなċ果をもたらす。これらの対Ŵ的なシ
ナĀā間の識別ĺśな際は、世界平均気温の変化ŵ向については約 20

年以ŀに、ĉの多くの気候影響Ŀ動要因についてはよりŶいń間の間
に、Ľľ変動の幅をďĐŷめるŔŕう（ŸŹ度がĖい）。( 図 SPM.8,

図 SPM.10)

2. 統合報告書の SPMに掲載されている図

AR6 統合報告書の SPM( 政策決定者向け要約 ) にźŻされている図は
Figures にまとめられている。以下に、図のĀーż文の和訳とそれぞれ
の図ŽのĀħļをまとめる。
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